部局長とＰＴの議論資料
【事務事業】

	項目名
	文化芸術活動の支援

	部局の考え方
	■芸術文化振興補助金

○民間の文化芸術団体で実施される自主的な事業に対する支援であり、府内の文化芸術の振興を図るために必要不可欠。（民の応援をするという府の役割）
（平成19年度実績）

・　応募　42団体　うち採択　25団体
（平成１８年度実績）

　・　応募　34団体　うち採択　27団体

「舞台芸術」：21団体　入場者数延べ20,682名

（邦楽、洋楽、オペラ、演劇、邦舞、バレエ、現代舞踊、古典芸能　等）

　　　「文　　芸」：１団体文学賞／4団体出版

　　　「美　　術」：1団体　入場者数延べ7,224名
■市町村文化振興支援事業


○府民にとって身近な市町村立文化ホール等での芸術文化活動の開催を促進することにより、府民の鑑賞の機会を増加させるとともに、府内市町村における自主的な取り組みを実施できるよう広域行政としての支援を行うことが必要不可欠。
（対象事業）

　・　子ども（小、中学生）を対象とした文化事業

　・　新進芸術家の発掘。育成につながるようなもの

　・　大阪文化の再発見につながるようなもの　等

（平成1９年度実績）

・　応募　１９市町村（４９事業）　うち採択　１５市町村（２４事業）
（平成１８年度実績）
・　応募　１７市町村（５３事業）　うち採択　１７市町村（２９事業）
・　入場者数　延べ23,613名

・　参加小中学校　１１校

■大阪楽座事業


○民間団体が行う歴史的建造物での文化活動を支援することにより、歴史的建造物のもつ集客、コミュニティ形成といった機能との相乗効果により都市の魅力の向上を目指すために必要不可欠。
（平成１９年度実績）
　・　応募件数　２３件　うち採択件数　１７件
（活用歴史的建造物）
大阪府庁本館、中之島図書館、商船三井築港ビル、重要文化財旧杉山家住宅、
重要文化財中家住宅、芝川ビル、フジハラビル、細野ビル　等
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[改革ＰＴ試案]


20年度廃止。芸術文化団体補助金については、府の財政を鑑み廃止。





[改革ＰＴ試案]


20年度廃止。市町村文化振興支援事業については、府の財政を鑑み廃止。





[改革ＰＴ試案]


近代建築物の保存活用を条件とした民間寄付である補助金部分は継続。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※２２年度まで）
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